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◆高蔵寺リ・ニュータウン計画の一部改定 現状～中間案～最終案◆ 

 

■一部改定の趣旨 

 計画策定から２年半が経過し、新たなプロジェクトとして位置付けることが適当な取組である「旧西藤山台小学校施設の活用」

「公共交通や移動手段に係る自動運転等の先進技術の導入検討」について一部改定を行うもの。 

 

 

現状 中間案 最終案 

第１章 高蔵寺ニュータウンの現状と課題 

１ 高蔵寺ニュータウンの概要 

２ 歴史とこれまでの取組 

３ 現状と課題 

同左 同左 

第２章 高蔵寺リ・ニュータウン計画 

１ 基本理念と目標 

２ 先導的な主要プロジェクト 

⑴ 先行プロジェクト（２年以内に着

手） 

ア 旧小学校施設（旧藤山台東小学

校）を活用した多世代交流拠点の

整備 

イ 民間活力を導入したＪＲ高蔵寺

駅周辺の再整備 

第２章 高蔵寺リ・ニュータウン計画 

１ 基本理念と目標 

２ 先導的な主要プロジェクト 

⑴ 先行プロジェクト（２年以内に着

手。本項目ウは平成 31 年 月追加） 

ア 旧小学校施設（旧藤山台東小学

校）を活用した多世代交流拠点の

整備 

イ 民間活力を導入したＪＲ高蔵寺

駅周辺の再整備 

同左 

 ウ 旧西藤山台小学校施設への生活

利便施設の誘致による整備 

【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンの居住の魅力

を高めるため、旧西藤山台小学校施

設を活用し、民間活力の導入により、

周辺地区も対象とした商業・飲食・

教育・医療・福祉等の生活利便施設

の誘致・整備を進める。 

【創造する活動のイメージ】 

生活利便施設の立地により、高蔵

寺ニュータウンの住民が利便性の高

い暮らしを送ることができ、新たな

居住者を呼び込むことにもつなが

る。災害時の避難所、投票所機能な

どを兼ね備え、地域と調和した新た

な複合機能を創造する。 

同左 

 【具体的な取組の例】 

①敷地内の区分けによる段階的

な整備 

②土地は市が所有し、借地により

民間活力を誘導 

③体育館を残置し、敷地内に避難

所及び投票所機能を 確保 

④スーパーマーケット、カフェな

どの生活利便施設の誘致による

地域の魅力向上 

⑤施設周辺の住環境の保全に対

して十分に配慮 

⑥公民連携で設立したまちづく

り会社によるエリアマネジメン

ト事業と連携した土地・施設活

用の検討 
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現状 中間案 最終案 

⑵ 展開プロジェクト（先行プロジェ

クトの効果を検証して展開） 

ア 交通拠点をつなぐ快適移動ネッ

トワークの構築 

【プロジェクトの概要】 

    （略） 

【創造する活動のイメージ】 

 （略） 

【具体的な取組の例】 

    ①～⑨（略） 

 

⑵ 展開プロジェクト（先行プロジェク

トの効果を検証して展開） 

ア 交通拠点をつなぐ快適移動 ネ

ットワークの構築 

【プロジェクトの概要】 

 （略） 

【創造する活動のイメージ】 

 （略） 

【具体的な取組の例】 

 ①～⑨（略） 

 ⑩産学官の連携により自動運転技

術の導入を検討 

 

同左 ※図番号を修正 

イ センター地区の商業空間の魅力

向上と公共サービスの充実 

ウ スマートウェルネスを目指した

団地再生の推進 

⑶ 情報発信プロジェクト 

ア ニュータウン・プロモーション 

イ ニュータウンまるごとミュージ

アム 

 

同左 同左 ※図番号を修正 

 

３ 課題に応じた主要な施策 

⑴ 住宅・土地の流通促進と良好な環

境の保全・創造 

 

同左 

 

同左 ※再掲参照ページを修正 

⑵ 身近な買い物環境の整備と多様な

移動手段の確保 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

（略） 

【実現を目指す生活のイメージ】 

（略） 

【具体的な取組】 

＜身近な買い物環境の整備＞ 

①～③ 

（略） 

＜多様な移動手段の確保＞ 

④交通拠点をつなぐ快適移動ネット

ワークを構築する。（再掲 P33 参

照） 

⑤住民自らによる推進体制の整備状

況に応じて、高蔵寺ニュータウン

周辺地区を含めたデマンド交通サ

ービスの導入を図る。 

 

 

⑥初期に計画的に整備された歩道ネ

ットワークを再構築するととも

に、歩いて暮らせるまちづくりの

拠点として、サブセンターの機能

を見直し、更新を図る。 

⑦パーソナルモビリティ導入実証の

実施を始めとした、坂道を克服す

るための多様な交通手段の確保を

図る。 

 

⑵ 身近な買い物環境の整備と多様な

移動手段の確保 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

（略） 

【実現を目指す生活のイメージ】 

（略） 

【具体的な取組】 

＜身近な買い物環境の整備＞ 

①～③ 

（略） 

＜多様な移動手段の確保＞ 

④交通拠点をつなぐ快適移動ネッ

トワークを構築する。（再掲 P33 参

照） 

⑤車両の予約、呼び出し等に係る

アプリケーションを活用し、既

存交通事業者（バス・タクシー

等）や住民ボランティアと連携

した新たなモビリティサービス

の導入を図る。 

（⑧へ移動） 

 

 

 

 

⑥パーソナルモビリティ導入実証

実験の実施などにより検討を行

い、坂道を克服するための多様

な交通手段の確保を図る。 

 

同左 ※再掲参照ページを修正 
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 現状  中間案 最終案 

 ⑦産学官の連携による実証実験を

経て、自動運転技術を活用した

小型電気自動車等のラストマイ

ル型自動運転モビリティサービ

スの導入を図る。 

 

⑧初期に計画的に整備された歩道

ネットワークを再構築するとと

もに、歩いて暮らせるまちづく

りの拠点として、サブセンター

の機能を見直し、更新を図る。 

 

⑦産学官の連携による実証実

験を経て、自動運転技術を

活用した小型電気自動車等

の※ラストマイル型自動運

転モビリティサービスの導

入を図る。 

同左 

 

  

 

 

 

（脚注） 
※ラストマイル 自宅からバス停までなどの近

距離圏内のこと 

⑶ 多世代の共生・交流と子育て・医

療・福祉の安心の向上 

⑷ 既存資産（ストック）の有効活用に

よる多様な活動の促進 

⑸ 高蔵寺ニュータウンを超えた広域

的なまちづくりの推進  

同左 同左 ※図番号を修正 

４ 計画の推進と見直し 

⑴ まちづくりの担い手の形成 

⑵ 多様な主体による主体的な取組と

相互の連携の推進 

⑶ 計画の推進と見直しの仕組み 

同左 同左 ※図番号を修正 

 


